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「家族による「認知症」の構築――「認知症」カテゴリーに基づくトラブル修復――」

査読コメント
1.評価の枠・評価について
本論文は，社会構築主義のアプローチに則った社会学的研究である。半構造化形式でのインタビュー調査及び実際に家族会という組織（フィールド）に自ら足を運び，フィールドノートを用いて分析された質的調査論文であると評価できる。
この論文は，「認知症」研究における新たな視点として独創性及び新規性があるものと高く評価することができる。これまで「認知症」研究は医学・看護学・福祉において認知症患者である要介護者に焦点をあてた臨床的研究が行われていたが，筆者が「社会学の観点から問うていくべき課題である」と言うようにこの研究は社会学においても意義のある研究となるだろう。そして介護者の立場，状況を世に広めるためにもこの研究は評価に値するものと考える。
評価は以下に述べる理由からB評価が妥当であると考えており，大幅な修正は必要ないものの，修正をすれば掲載の可能性があると考える。
2．修正及び疑問点

2ページのⅡ.データの説明の（2）インタビューの記述において，インタビュー調査ということで話を聞く際，話し相手にとって馴染みのある場所や自然な状況を考慮・配慮して調査を行ったと思うが，その場所は家族会が行われている会場であったのか，それとも被験者の自宅であったのか明確にする必要があるのではないか，するとこの研究に対する筆者の努力も見えて良いのではないかと査読者は考える。また,インタビュー調査に使用した機材（ICレコーダー等）の明記は必要ではないだろうか。そして，今回は要介護者と介護者という一対一の関係を中心にあがっているが，要介護者を含む介護者及びその家族の構成（祖父母→父母→娘・息子），家族関係についても踏まえておくと更なる考察の幅が広がるのではないかと考える。
インタビュー調査の分析（例6，7，11）について， 半構造化形式を用いているため，質問項目に即しつつも話の流れに応じて柔軟に質問を変えたり加えたりしていると考えるが，筆者と被験者との会話のやりとりが読み取れない。

例えば，

筆者　　質問（内容）
　　被験者　応える（様子）

　　筆者　　質問
　　被験者　応える
と言ったように，会話のやりとりがみえるように工夫すると良いのではないか。
　模擬査読授業の中で，査読者は筆者の結論部分であるⅦ．おわりに記述している「筆者は確信している」について，この言葉を使用することが論文として適切であるのか議論となった。査読者をはじめ受講生の大半は，樫田氏の解説なくしては「誤読防止レトリック」に気づかなかっただろう。つまり，筆者自身「誤読防止レトリック」に気づかない査読者に論文が回ると筆者の「売り」である研究（「認知症」というカテゴリー）そのものが理解されないのではないかと危惧する。つまり，樫田氏が講義の中で話していたリスクのある投稿となってしまうのではないかと考える。
3．感想

今回，徳島大学大学院総合科学教育部地域科学専攻の「地域科学Ⅱ」の授業において2つのグループに分かれて，模擬査読を行ってきた。査読者である私は社会学研究室に在籍しており，本研究の手法，分析は今後の研究においても参考になるものであった。

　授業グループでは，はじめ誰もが筆者の研究・論文の批判的見解に対する「批判」がグループ内外で相次いだ。というのも，理系の学生からすると分析方法の妥当性であったり，社会構築主義アプローチといったりと専門知識が必要な部分において理解が得られなかったと考える。それは，これまで実験や量的調査はしたことがあるが，質的調査の経験はなく，どうしても筆者がインタビューやフィールドノートを都合が良いように扱っているのではないかと疑問を持っていた。しかし，授業担当者である樫田氏の解説と筆者の論文を読み込むにつれて日々，グループ内での考えは「批判」ではなく肯定的な意見も現れメンバーの中にはA評価を出すものも現れた。査読者は一度読んだだけでは，この研究を理解することはできなかった。
査読者が個人的に興味を持ったのは認知症を介護する介護者の組織する「家族会」についてである。結成から現在に至るまでどのような活動を知りたくなった。査読者はこの論文を読んでいて気づいたのが，「家族会」に属している人たちはネットワークも有り，不満やストレスを発散することができるかもしれないが，「家族会」に属していない認知症介護者の家族の人たちが，今日，どのような状況下で生活・支援しているのか疑問を持つようになった。難しいかもしれないが，家族会に属さない，属することのできない一般家庭の調査をしていただけると，家族会メンバーと非家族会との比較なんかもでき，様々な意見が聞けるのではないだろうか。つまり，より認知症介護者の意見として一般化することができるのではないかと考える。
最後に，筆者の研究が保健医療社会学論考という模擬査読論文に留まるのではなく，実際に機関誌の投稿へと進んでほしい。筆者の更なる発展を期待する。
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